
当会は、5月27日、仙台市において2025年度定時総会・記念講演会を開催し、多くの会員の
皆さまにご出席いただきました。

次
世
代
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
当
会

の
役
割
は
、今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
活
動
の
活
性
化

お
よ
び
当
会
の
存
在
価
値
向
上
を
図
っ
て
い
く
」

と
今
年
度
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、2
0
2
4
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
、2
0
2
5
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
お

よ
び
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し
、い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で

は
、五
年
ぶ
り
の
高
校
生
の
海
外
研
修
の
成
果

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
支
援
活
動
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
会

総
会
後
、一
般
財
団
法
人
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
研
究
所 

専
務
理
事 

首
席
研
究
員
の
小
山

堅
氏
よ
り「
激
動
の
内
外
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の

展
望
と
課
題
」を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

小
山
氏
は
、ま
ず
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
概
念

が
大
き
く
変
わ
り
、脱
炭
素
化
と
安
全
保
障
の

両
立
を
目
指
す
考
え
方
が
近
年
の
流
れ
で
あ
る

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、原
油
や
L
N
G
、ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
そ
れ
を
支
え
る
レ
ア
ア
ー

ス
を
め
ぐ
る
世
界
各
国
の
動
き
と
脱
炭
素
化
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、ま
た
、今
年
1
月
に
発
足

し
た「
ト
ラ
ン
プ
2
・
0
」の
特
徴
や
世
界
経
済
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、日
本
の
第
7
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
原
子
力
の「
最

大
限
活
用
」に
つ
い
て
、日
本
の
原
子
力
発
電

所
が
持
つ
発
電
余
力
の
可
能
性
、今
後
の
日
米

エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
を
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
後
に
は
、新
潟
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
再
稼
働
を
前
に
進
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
等
の
質
疑
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
時
総
会

総
会
の
冒
頭
、挨
拶
の
中
で
森
会
長
は
、ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、中
東
情
勢
の

混
乱
長
期
化
、第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
な

ど
の
国
際
情
勢
に
触
れ
、複
雑
化
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
問
題
へ
の
対
応
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、今
年
2
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
内
容
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
に
つ
い
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
我
が
国
の
暮
ら
し
や
経
済
活
動
を
支
え

る
国
の
根
幹
で
あ
り
、S
＋
3
E
の
視
点
を
前

提
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
。こ
う
し
た
中
、エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
の
重
要
性
を
広
く
社
会
に
向
け
て
発
信
し
、▲講演を熱心に聴講する約200名の出席者

▲小山氏による記念講演会

▲挨拶を述べる森会長

2025年度 定時総会・記念講演会を開催
東北エネルギー懇談会東北エネルギー懇談会

2025年度事業活動の力点

❶ �エネルギー・放射線に関する正確かつ効
果的な情報発信

❷ �エネルギー・放射線に関する次世代層教
育の継続

❸ �幅広い年代の多様な方々に向けた情報
発信と双方向コミュニケーション活動
の充実

❹ �福島県への復興支援に向けた活動の充実

1986年早稲田大学大学院経済学修士修了。同年に㈶日
本エネルギー経済研究所入所。2007年理事 戦略・産業ユ
ニット総括、2011年常務理事 首席研究員 戦略研究ユニッ
ト担任等を経て、2023年より現職。2023年The OPEC 
Award for Research受賞など多数の受賞歴を持つ。

一般財団法人日本エネルギー経済研究所
専務理事 首席研究員

小山 堅 氏
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